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3.1.3  対策状況 

【概要】 

対策は重機または手作業による除去が一般的である 14）。 

 

重機または手作業で大規模に除去作業を実施することで、翌年以降は繁茂を抑制し、通水阻害を防ぐ

ことができる 14）。除去作業時の注意点は、抜き取り、底泥ごと剥ぎ取り除去することである。オオフサ

モは地下部の断片からも再生するため、地下部が含まれている底泥ごと除去することで再発生する危険

性を抑えることができる。除去作業以降は、定期的に巡視し、発見次第除去作業をすることで対策する。 

また、遮光施設が設置可能な場所では底泥の剥ぎ取りと遮光を併用することで、オオフサモを局所的

に根絶できる可能性がある 13）。 

 

冬季の生育衰弱を利用した駆除試験 
関東農政局管内の開水路で冬季の生育衰弱を利用した駆除試験を実施した。 

オオフサモは南米原産の植物であり、冬季の霜が降りるような環境では葉や茎等の地上部が

衰弱し、バイオマス（植物体の量）が減少する。この生態を利用し冬季からかんがい期前の早春季

に駆除作業を実施することで、駆除作業の労力や、処分量の軽減が期待できる。 

 

【具体的な試験内容】 

関東地方の開水路の試験では、50cm四方の区画でオオフサモを含めた植物体と深さ20cm

の泥土の剥ぎ取り処理を夏季と冬季に実施した。処理後は、季節を問わず再生しなかったが、植

物体の繁茂する夏季と衰弱する冬季の作業量を比較すると、労力差が3.5倍と大きかった（1人

での作業で夏季平均作業時間：8分 40秒、冬季平均作業時間：2分 27秒）。 

 

  

夏季除去作業実施 

作業時間：8分 40秒/1人 

冬季除去作業実施 

作業時間：2分 27秒/1人 
 

  

その他の植物
5.21kg

地上部
0.14kg

地下部
0.33kg

地下部
1.6kg

地上部
1.0kg

6分 13秒 
短縮 
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3.1.4  対策案 

【概要】 

対策は重機または手作業による除去が一般的である 14）。除去は地上部の刈り取りのみではな

く、根の抜き取りや泥土ごと剥ぎ取ることを指す。除去後は定期的に巡視し、再生の有無をモ

ニタリングすることが重要である。 

その他有効な対策として「底泥剥ぎ取り+巡視」、「底泥剥ぎ取り+遮光」、「重機・手作業」が挙

げられる。 

 

対策案 作業内容 注意点 

底泥剥ぎ取り+巡視 
抜き取り、底泥剥ぎ取り、 

水中浮遊根茎断片回収、巡視 

剥ぎ取り後も定期的にモニタリングを

し、再生を確認次第除去する必要性があ

る。 

底泥剥ぎ取り+遮光 

抜き取り、底泥剥ぎ取り、 

水中浮遊根茎断片回収、 

遮光（遮光シート張り等） 

遮光処理が可能な施設構造である必要

がある。 

重機・手作業 

重機で駆除作業後、残った植物断

片や細やかな場所は手作業 

（群落の規模が大きい場合） 

バックホウ等の重機により底泥

ごと剥ぎ取り除去 

（群落の規模が小さい場合） 

手作業により地下部の抜き取り

または底泥ごと剥ぎ取り除去 

重機による除去ではオオフサモ以外の

種に対しても影響が出る恐れがあり、手

作業による除去では 1度の除去作業で根

絶に至る可能性は低く、複数回実施する

と人的コストが高くなる。 

 

 

 

底泥剥ぎ取り+巡視 

 

重機または手作業により大規模な除去作業を実施する。この際の注意点は根茎をでき

る限り除去すること、根茎断片が下流や他の水系へ逸出することを防ぐことである。オ

オフサモは根茎断片からも容易に再生する 13）ため、底泥ごと剥ぎ取る方法が有効であ

る。根茎の深度は15cmよりも浅いことが知られている 13）ため、参考にされたい。除去

後に水中に浮遊する根茎断片についても容易に再生するため、オイルフェンス設置等の

拡散防止に努める必要がある。 
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底泥剥ぎ取り+遮光 

 

金丸ら（2015）が行った底泥剥ぎ取りと遮光を併用した野外駆除試験 13)では、根絶

に成功している。植物体の抜き取り作業後に、池底の土壌を15cm厚で剥ぎ取り、水中

に浮遊する根茎断片をたも網で回収したのち、遮光した。抜き取りは手作業、底泥剥

ぎ取りはシャベルを用いて人力で実施している。遮光処理は、水面上約 10cm の高さ

に5mm厚のベニヤ板を水平に固定して天蓋とし、側面には遮光率85％の防草シートを

3枚重ねにして池底まで垂らした。そうすることで処理後 3ヶ月後もオオフサモの再

生は確認されなかった。 

なお、以下の処理区ではいずれも根絶には至らなかった。 

 抜き取り区：抜き取りのみ（残存率：23.0％） 

 底泥剥ぎ取り区：抜き取り+底泥剥ぎ取り+根茎断片回収（残存率：8.0％） 

 抜き取り+遮光区：抜き取り+3カ月間遮光（残存率：6.5％） 

※残存率（処理3ヶ月後の茎密度／処理直前の茎密度） 

 

関東農政局管内の開水路で実施された遮光処理（遮光率95％の透水性遮光シートで

被覆）のみの試験では、抜き取り・剥ぎ取りを実施せず遮光期間2年でオオフサモの

根絶に成功した。 

  

①遮光シート設置前 ②遮光シート設置状況 

  

③遮光処理期間約半年 ④遮光処理期間約 2年 
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重機・手作業 

 

重機で駆除作業後、残った植物断片や細やかな場所は手作業で除去する。 

また、個体数及びバイオマス（植物体の量）が多く大きな労力がかかる場合

は重機による除去をする。水際に集積し、重機等を用いて駆除する。技術的に

実施が容易という長所があるが、保全上重要な種が混在している場合、同時に

除去してしまう恐れがある。 

個体数が多くない場合は、他の生物に対しての影響が小さい手作業で除去

する。スコップ等を用いて、水揚げをする。技術的に実施が容易で、選択的な

駆除をすることで他生物への影響は低いという長所があるが、年に複数回実

施するには人的コストが高くなるという短所もある。 

また、流出防止用のネット敷設や集積場のシート敷設、作業後との機械や機

器の断片付着の有無の確認等、拡散防止対策を実施することも重要である。加

えて、除去後の再発生や取り残しがないかどうかのモニタリングをすること

で、再発生に対して迅速な対応ができる。 
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3.1.5  あわせて確認したい資料 

 

①農業水利施設に被害を及ぼす侵略性の高い外来種（農林水産省） 

オオフサモの生態、駆除時の注意点等が整理している。 

（https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/kankyo_hozen/gairai.html） 

 

②特定外来生物 同定マニュアル（環境省） 

オオフサモの見分け方が整理されている。 

（https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/manual/10hp_shokubutsu.pdf） 

 

③福岡県 侵略的外来種 防除マニュアル 2021（福岡県） 

 オオフサモの見分け方、防除方法等が整理されている。 

（https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/169206.pdf） 

 

 

   

① ② ③ 
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